
令和２年度福島県高等学校新人体育大会サッカー競技県南地区予選実施要項 
 

１．主  催  福島県南高等学校体育連盟 福島県高等学校体育連盟 福島県教育委員会 

        公益財団法人福島県体育協会 

２．主  管  福島県南高等学校体育連盟サッカー専門部  一般財団法人福島県サッカー協会  

３．期  日  令和２年１１月１３日（金）～１６日（月） 

４．会  場  熱海フットボールセンター・鳥見山運動公園・日大東北高校・帝京安積高校 

５．競技資格    チーム構成人員 部長１名、監督１名、役員３名、選手２５名以内 

         ※部長と監督、主務と選手は兼ねることができる。 

６．参加資格  (１) 令和２年度(公財)日本サッカー協会に登録(２種)チームかつ登録選手であること。 

また県南地区高体連サッカー専門部に加盟登録されたチームかつ登録選手であること。 

       (２) 外国籍選手については４名登録２名まで出場可とする。 

       (３) 福島県高等学校体育大会実施要項Ｐ１〔１〕総則７．参加資格による。 

７．競技規則  (１) 現行の(公財)日本サッカー協会「サッカー競技規則」による。 

        (２) 交代選手は５名まで主審の許可を得て交代することができる。 

        (３) 背番号は１～２５までをつけ、大会中は同じ背番号をつけること。 

なお、背番号の変更は認めない。 

(４) ユニフォームはユニフォーム規定第５条「チームのユニフォームのうちシャツの色彩

は、審判員が通常着用する黒色と明確に判別し得るものでなければならない」に準ずる

異色の正・副２着を携行する。 

(５) 今大会中累積警告を２回受けた競技者及びチーム役員は、次の１試合に出場できない。 

（６）退場を命じられた競技者及びチーム役員は、規律委員会の審議により、今大会以降の試

合出場を決定する。 

（７) ベンチ内の人数は１９名以内とする。  

８．競技方法  (１) ノックアウト方式で行う。（敗者復活トーナメントもある。） 

         (２) メンバー表は３部提出すること。 

        (３)  試合時間は６０分とする。勝敗が決しないときは、２０分間の延長を行い、なお決しない

ときはＰＫ方式により次回に進出するチームを決定する。但し、初日の一回戦、二回戦の延長

戦は行わない。また、準々決勝以降の上山、敗者復活の県大会代表決定戦、最終日の決勝・ 

３位・５位・第７代表決定戦の試合時間は７０分とし、勝敗が決しないときは延長、ＰＫと

する。 

（４）ハーフタイムのインターバルは１０分とする。 

（５) 順位決定戦を実施する。（３位５位７位決定戦を行う。） 

９．表  彰   (１) 第７位まで表彰する。 

         (２) 上位７チームには県大会の出場権が与えられる。 

10. そ の 他   (１) 試合球は持ちよりとする。 

          (２) 試合開始７０分前に、本部にてマッチコーディネーションミーティングを行う。 

各チームの代表者１名が出席すること。ミーティングでは、ユニホームの決定、

メンバー表３部、警告・退場者リスト、選手証の確認、健康チャックリスト２部

の提出を行う。 

（３）選手登録の変更は、初日の会場で自チーム第１試合ＭＣＭ前まで本部に申し出ること。

それ以後は受け付けない。なお、変更可能人数は５名までとする。 
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新型コロナウイルス感染防止対策について 
 

① 出場チームへ 

「健康チェックリスト」を、試合当日に毎試合必ず提出して下さい。（メンバー25名・スタッ

フ5名・参加する補助員・メンバー外の選手、マネージャー） 

     (ガイドラインを再度確認してください。) 

    そのため、スタッフや選手、マネージャーの体調管理(毎日の検温記録)をお願い致します。 

 

② 会場責任者(感染対策責任者)へ 

   詳細につきましては、原先生から7/29に展開しました資料をお使い下さい。 

（マスク着用表示・消毒の表示・ソーシャルディスタンス表示・応援のルール表示）  

   試合当日の、チームからのチェックリスト提出及び、補助員の体調のチェック（チェックリスト

の活用）、来場者(観戦者)に対する注意喚起をお願いいたします。  

 (チームからの提出資料は、しばらくそのまま保管願います。) 

 

③ 試合時の対策について   

・試合前、試合後に相手チーム、審判団との握手、両ベンチへの挨拶は実施しない 

・チームでの円陣は実施しない   

・倒れた選手に手を貸したり、得点時にハイタッチ、抱擁を行わない   

・ピッチ内でも咳エチケットを守り、つばを吐く、手鼻をかむなどの行為を行わない 

・口に含んだ水を吐かない   

・ボトル、水・氷を溜めたクーラーボックス、タオルを共有しない   

・試合中の周囲への飲み物（水）の設置は無しとし、飲水タイムを設定する。※検討 

・ピッチ上でチームメイト、審判員と会話する際にも互いの距離について配慮する 

・ベンチではマスクを着用し、会話を控える   

 


